
 十和田火山は、日本の歴史上最大の噴火をした活火山で

す。気象庁では、国内に５０ある「常時観測火山」の一つ

として、24時間体制で監視・観測を行っています。今は、

静かに見えますが、十和田火山は、将来必ず噴火します。 

 十和田火山はどんな火山でしょうか？十和田火山には、

大きなカルデラがあります。“カルデラ”とは、火山の巨

大噴火によってへこんだ、直径約2km以上のくぼ地のこ

とをいいます。十和田火山には、大きなカルデラがありま

す。この中に水がたまってできたのが、十和田湖です。し

かも、内側には中湖（なかのうみ）カルデラがある二重カ

ルデラです。 

 この冊子では、将来十和田火山が噴火した場合にどのよ

うなことが起きるのかを説明します。想定噴火をもとに、

噴火の影響がおよび、災害が発生する可能性のある場所を

示したハザードマップを紹介します。 

 十和田湖には、すばらしい自然とその恵みがあります。

十和田湖は大きなエネルギーを秘めた活火山でもあります。

将来の噴火に備え、火山としての十和田湖を知っていただ

ければと思います。 

国土地理院電子国土基本図に赤色立体地図(淡色表現)を重ねて作成しています。 

十和田火山の地形 
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◆ 赤色立体地図とは 

◎ 火山噴火と噴火のときに起きる現象 
◎ 十和田火山のなりたちと過去の噴火 
◎ 最近11,000年間の火山活動 
◎ 平安時代（西暦915年）に起きた大規模噴火 
◎ 特徴的な噴火（軽石噴火と溶岩ドームを作った噴火） 
◎ 将来噴火する可能性がある場所と噴火の大きさの想定 
◎ 大きさの異なる3種類の噴火で考えられる現象と推移 

【 も く じ 】 

 赤色立体地図は、急傾斜ほど赤く、尾根ほど明るく、谷ほど暗
く色づけすることで、特殊な器具や訓練を必要とせずに、これまで
は難しかった自然な立体感を得られる地形表現手法です。 
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地図上の「御門石」は、「みかどいし」など別の読みをすることがあります。この冊子では
「ごもんいし」と記しています。 



 爆発的な噴火によって火口から吹き飛
ばされる岩は、火口から大砲の弾のよう
に弾道を描いて飛び散ります。西暦
2014年の御嶽山噴火で多くの方が犠牲
になったのも大きな噴石が原因です。 

飛んでくる・降ってくる現象 流れてくる現象 

アメリカ地質調査所 

セントへレンズ火山（1982年）  

 降下火砕物 

火砕流・火砕サージ  大きな噴石 

溶岩流・溶岩ドーム 

降灰後の土石流 

融雪型火山泥流 

 噴火によって空高くあがった噴煙から
火山灰や軽石が降ってくる現象です。遠
くまで風に流されて降下するので、社会
生活に深刻な影響を及ぼすことがありま
す。 

 数百度という高温の火山灰や軽石と火
山ガスが、なだれのように火山の斜面を
流れ下る現象を火砕流といいます。自動
車よりも速く、破壊力が大きい、もっと
も危険な火山現象です。 

 マグマが火口から流れ出したものを溶
岩流といいます。ねばりけの強いマグマ
は火口の上にそのまま盛り上り、溶岩
ドームになります。溶岩ドームが熱いま
ま崩れると、火砕流が発生することがあ
ります。 

 噴火によって噴出した火山灰がたまっ
ているところに、大雨が降ると土石流や
泥流が発生することがあります。これら
の土石流や泥流は、高速で斜面を流れ下
り、下流に大きな被害をもたらします。 

 雪がたくさんある火山で、火砕流など
が発生すると、その熱によって斜面の雪
が融かされ大量の水ができます。この水
が周辺の土砂や岩石をまきこんで流れだ
すと火山泥流になります。高速で遠くま
で流れ、大規模な災害を引き起すことが
あります。 

上昇してきたマグマが地下水にふれ
ると爆発が起こります。これがマグ
マ水蒸気噴火です。 

水蒸気噴火 

マグマ水蒸気噴火 

マグマ噴火 

マグマの熱によってあたためられた地下
水が一気に沸騰し、周囲の岩石を吹き飛
ばす爆発現象です。西暦2014年の御嶽
山噴火がその代表例です。 

地下から上昇してきたマグマが、そ
のまま地表に噴き出す現象です。マ
グマの化学的な性質によって様々な
噴火を起こします。 

どんな噴火があるの？ 

噴火には色々なタイプがあります。十和田火山で起こる可能性
のある噴火現象を紹介します。 

噴火すると、どのようなことが起きるの？ 
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現象の解説は気象庁HPを参考に編集しました 

三宅島（2000年） 

©原田美鈴 

桜島（2013年） 
雲仙普賢岳（1995年） 

Ⓒアジア航測 
Ⓒアジア航測 
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 十和田火山は、約20万年前から噴火を繰り返していました。 

 15,000年前には、現在の十和田カルデラの原形を作った巨大噴火が起きました。この噴火では、青森・秋田・岩手３県の広い範囲

を高温の火砕流が襲い、一帯は見わたすかぎり土砂で埋まり、荒野になったと考えられます。このような壊滅的な巨大噴火が、十和田

火山では61,000年前と36,000年前にも起きていたとされています。 

15,000年前の巨大噴火（八戸火砕流）の影響範囲 

＊１岩手県滝沢村教育委員会 (2000),   ＊2町田・新井(2003)に基づく 

巨大噴火 
 十和田火山の15,000年前の噴火のよう

な巨大噴火は、日本全体で1万年に一度ほど

起こります。このような噴火では、大量の

マグマが噴き出すことによって、カルデラ

ができます。 

 北海道の洞爺カルデラや九州の阿蘇カル

デラなどが有名です。 

  

十和田全景 東側上空から  (2008/3/23気象庁撮影) 
出典：気象庁HPより 

十和田カルデラ 

カルデラのできかた 

この火砕流の痕跡は、八戸市や青森市など広い範囲で見ることができます。 
十和田八戸火砕流堆積物の地層が見える崖 
火砕流堆積物が10 m以上の厚さで堆積しています 
（十和田市半在池付近(左地図★地点)）． 

写真の出典： ＊3工藤（2005） 

十和田湖 

秋田県 

青森県 

岩手県 

八戸火砕流が到達した証拠(地層)
が確認されている範囲 

右下写真の八戸火砕流の痕跡が確
認された場所 

噴火前の状態。地下にマグマだまりが
あります。 

噴火で火砕流が発生し、カルデラがで
き始め、どんどん地面が凹んでいきます。 

カルデラの完成。火砕流の中の火山
灰や軽石がカルデラの周りにたまります。 
 



大きな
噴石

降下
火砕物

火砕流
火砕サージ

溶岩
ドーム

火山泥流・
土石流

西暦915年
(噴火エピソードA)

マグマ噴火・マグマ水蒸気噴火
（泥流発生）

2,800年前
(噴火エピソードB) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火

6,200年前
(噴火エピソードC) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火

7,600年前
(噴火エピソードD') マグマ水蒸気噴火→マグマ噴火

8,300年前
(噴火エピソードD) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火

9,300年前
(噴火エピソードE) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火

10,300年前
(噴火エピソードF) マグマ噴火→マグマ水蒸気噴火？

11,000年前
(噴火エピソードG) マグマ噴火

不明
(御門石) マグマ噴火

発生したと考えられる現象
年代

(噴火の呼び名)

噴火様式
(矢印は噴火途中で様式が

変化したと考えられていることを表す）

御倉山 
お ぐらやま 

御門石 
ご もん いし 

 巨大噴火は15,000年前を最後に起きていませんが、大きな噴火は何度も起きています。 15,000年前の噴火のあと、湖の中に五

色岩火山ができました。その後、何度か爆発的な噴火をして、現在の中湖のカルデラができたと考えられています。噴火のたびに、

空高く立ち上がった噴煙から、広い範囲に火山灰や軽石が降りそそぎました。高温で高速に流れ下る火砕流や地形を大きく変える溶

岩流が何度も発生しています。 

最近11,000年間の十和田火山の噴火 

※ 年代値： ＊6産業技術総合研究所地質調査総合センター(編)(2017) 1万年噴火イベントデータ集(ver.2.3)． 
                産総研地質調査総合センター(https://gbank.gsj.jp/volcano/eruption/index.html)  一部、 ＊7工藤(2008)による。 
  噴火イベント名： Hayakawa(1985)による分類。 

十和田火山は活火山！ 
 平安時代に起きた噴火のあと、十和田火山は噴火していません。

しかし、気象庁では「概ね過去1万年以内に噴火した火山及び現在

活発な噴気活動のある火山」を「活火山」としています。このため、

1000年前に噴火した十和田火山は立派な活火山であり、今後も噴

火すると考えられています。 

 さらに古い時代までさかのぼると、噴火を繰り返した時期と
静かな時期があったことがわかります。 

次のページでは、十和田火山でもっとも有名な平安時代の
噴火のときに、どのようなことが起きたのかを紹介します。 

長い歴史でみたときの十和田火山の活動 
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 十和田火山は過去11,000年間に少なくとも８回の爆発的な噴火がありました 
（ ＊4Hayakawa(1985), ＊5工藤・佐々木(2007)等） 。噴火によって発生した現象は違いますが、
1000年～3000年に１度のペースで噴火しています。 

な か の う み 

年代値と噴出量は ＊8山元 (2015) を参照しました 
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 最も新しい噴火は、平安時代(西暦915年)に起きました。日本の歴史上、最大の噴火です。噴煙が高く上がり、軽石が広い範囲に降

り積もったほか、火砕流が約２０ｋｍ離れた場所まで達しました。近年、この噴火の始まりから終わりまでの様子が、地質調査や遺跡

発掘等によって明らかになってきました。大規模な噴火が繰り返し発生し、火砕流堆積物や軽石、火山灰が大量に堆積した場所では、

その後の雨により大規模な泥流が日本海まで流れたと考えられています。 

米代川 

十和田湖 

火砕流・火砕サージが到達した範囲と火山灰などの積もった厚さ 

泥流堆積物が米代川
沿いで確認されています 

秋田県 

青森県 

平安時代の噴火のときに起きた
「毛馬内火砕流」は十和田火山周
辺を高温で流下したほか、その後
発生した火山泥流が大湯川・米代
川で大洪水を引き起こして沿岸の
人家を埋没するなどの被害を引き
起こしました（＊19平山・市川, 1966）。 

け  ま ない 

火砕流・火砕サージが達してでき
た地層が、尾根を越えた広い範囲
で確認されています(●印の地点) 

八甲田山 

【20世紀に起きた爆発的噴火】 ピナツボ火山（フィリピン） 

平安時代の十和田火山
と似た大きな噴火が、
西暦1991年にピナツ
ボ火山で起きました。
噴火で発生した火砕流
は20ｋｍ離れた場所
まで流れて火山から
30km以内の6万人が
避難しました。噴火の
後しばらくは大規模な
泥流が発生し続けまし
た。 

1991.6.12 アメリカ地質調査所 撮影 

遺跡(左地図★地点)で見つかった泥流堆積物 (＊20赤石, 1999) 

火山灰などが●㎝以上積もった範囲 

毛馬内火砕流堆積物の確認地点 
けまない 

火砕サージ堆積物（OYU-2b)の確認地点 

火砕流・火砕サージの推定到達範囲 

このページの図は Hayakawa（1985）, 町田・新井（2003）, ＊9工藤・他（2003）, ＊10工藤・他（2000）, ＊11宝田・村岡（2004）, ＊12広井・他（2015）, ＊13内藤
（1963）, ＊14内藤（1966）, ＊15内藤（1970）, ＊16内藤（1977）, ＊17小野・他（2012）, ＊18片岡・他（2015） に基づき作成しました 

30km 20km 10km 0 

左図の範囲 

泥流堆積物の確認地点 

泥流堆積物の分布範囲 

泥流堆積物の推定氾濫範囲 

秋田県 

青森県 

岩手県 



 6,200年前と9,300年前の噴火はどちらも爆発的な噴火でしたが、

6,200年前の方が大量のマグマを地上へ出した噴火でした。十和田湖に

近い場所へ軽石や火山灰が4mを超す厚さで降り積もりました。ところが、

十和田湖の近くでは狭い範囲にしか火山灰を降らせなかった9,300年前

の噴火のときには、はるか80kmも離れた太平洋岸でも火山灰が降り積

もったことがわかっています。 噴き出すマグマの量が多くても、噴火し

たときの上空の風の強さや向きが違うと、被害は小さくてすむ場合もあ

ります。噴火の規模が小さくても、被害が大きくなることもあります。 

6,200年前 中掫軽石噴火と9,300年前 南部軽石噴火のときの積灰分布の違い 

 十和田火山で過去に起きた噴火は、爆発的に噴煙柱を

空高く上げる噴火ばかりではなく、静かにゆっくりと溶

岩を出す噴火もありました。たとえば十和田湖の中央付

近の半島の先端にある山：御倉山溶岩ドームは、7,600

年前の噴火のときに、下図のＡからＤの順序でゆっくり

成長したと考えられています（ ＊21工藤, 2010） 。 

7,600年前 御倉山溶岩ドーム形成のイメージ 

工藤(2010)を和訳、一部改変 

9300年前の噴火では 
この方向の風が強かったと考えられます 

◆ 噴火のときの上空の風の強さや向きによって、降灰の影響範囲や程度が変わります。 

6200年前の噴火では 
風が弱かったと考えられます 

6 

十和田湖 

秋田県 

青森県 

岩手県 

※ 図中の「●cm」は、層厚を示す。 

ちゅうせり なん ぶ 

お ぐら やま 

お   ぐら  やま 

おぐらやま 

へらい 

へらい 
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 将来噴火する可能性がある範囲は、中湖※と御門石を結ぶ3.4kmを半径と

する円と想定しています。※ 湖の最深部である水深325mの位置を噴出中心と設定。 

国土地理院電子国土基本図に赤色立体地図を重ねて作成 

御門石 

中湖 

想定する噴火場所（火口のできる範囲） 

御倉山 

想定する噴火の大きさ 大・中・小規模の3種類 ご  もん   いし なかのうみ 

なかのうみ 

ご もん いし 

お ぐら やま 

 最近１万年間の噴火は、御倉山や御門石、中湖など、複数の場所で起きていま
すが、いずれも十和田カルデラの中で噴火しています。 

 十和田火山で起きたもっとも新しい平安噴火（西暦915年）の火口は、中湖
付近と考えられています。  

 お  ぐら  やま  ご  もん  いし なかのうみ 

なかのうみ 

（参考）十和田湖の水の量が約42億m3、東京ドーム１個が約100万m3です。   

    １回の噴火で出る火山灰などの量がとても多いことがわかります。 

十和田火山とほかの火山の噴火の 
       大きさをくらべてみよう！ 

桜島 大正噴火 
西暦1914年 
20億ｍ3（溶岩流含む） 

霧島山新燃岳 
西暦2011年 
1.7億m3 

御嶽山 
西暦2014年 
50万m3 

口永良部島 
西暦2015年 
100万m3 

富士山 宝永噴火 
西暦1707年 
7億ｍ3 

雲仙普賢岳 
西暦1990-95年 
2.4億m3 

小規模 
数百万m3 

国内で過去に発生した 
主な噴火の大きさ 

十和田火山で過去に発生した 
主な噴火の大きさ 

6,200年前  
25億m3 

大規模 
数十億m3 

中規模 
数億m3 

このハザードマップで想定している大・中・小規模のイメージ 

2,800年前 3.5億m3 

8,300年前 1.6億m3 

9,300年前 
 5.4億m3 

7,600年前 2.9億m3 

10,300年前 3.7億m3 

平安時代の噴火 
西暦915年  
21億m3 
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大規模噴火 中規模噴火 小規模噴火

数十億m3 数億m3 数百万m3

降下
火砕物

6200年前
中掫軽石噴火

（噴火エピソードC）

火砕流・
火砕サージ

西暦915年の噴火
（噴火エピソードA）の
噴火のクライマックスのとき

【毛馬内火砕流が流れたとき】

噴火現象
大きな噴石
降下火砕物

火口噴出型泥流

土砂移動
現象

発生
現象

火山泥流・降灰後の土石流
融雪型火山泥流(積雪期のみ)　など

大きな噴石
降下火砕物

火砕流・火砕サージ

噴火規模

類似の
噴火
実績

西暦2014年の
御嶽山噴火

噴出量

西暦915年の噴火
（噴火エピソードA）では
何回か噴火を繰り返した。

いくつかの噴火は１回あたりの
噴出量が数億m3だった



活動前 数ヶ月～数年時間推移
（目安）

時期 十和田火山で過去1.1万年間に
発生した噴火実績

噴火活動の
想定

土砂移動の
想定

【マグマ水蒸気噴火
または マグマ噴火】の発生

静穏期 活動活発期 噴火影響期 噴火 終息期
数週間～数ヶ月

■ 噴出物が河川をせき止め、天然ダムが形成される ⇒ 天然ダムが決壊して泥流が発生する

■ 積雪期に噴出物が雪をとかし、泥流または洪水流が発生する

■ 火山灰等の噴出物が降り積もった場所で、降雨時に泥流・土石流がくり返し発生する

前兆なし

【マグマ水蒸気噴火
または マグマ噴火】の発生

◎ 噴火場所が「陸域・水域」の場合

平常時

○ 火山性地震・
微動は少ない
状態

○ 熱活動なし 大きな噴石、降下火砕物

溶岩ドーム
降下火砕物？

降下火砕物
火砕流・火砕サージ

過去1.1万年以内に実績あり
過去1.1万年以内の実績は確認されていないが、
考慮すべき活動の推移

火山活動の高まり

○ 地震活動活発化
○ 火山性微動の増加
○ 地殻変動が発生
○ 熱活動活発化
○ 湖水変色

等
◎ 噴火場所が「水域」の場合

◎ 噴火場所が「陸域」の場合

火砕流・火砕サージ

降下火砕物

【水蒸気噴火】の発生
実績なし

平安噴火
(西暦915年)

2,800年前
6,200年前
8,300年前
9,300年前

10,300年前
11,000年前

噴火エピソードD'
御門石溶岩ドーム

平安噴火にともない発生した泥
流の痕跡が米代川、岩木川で
見つかっている

■ 噴火時に十和田湖の水があふれて、泥流または洪水流が発生する

活動の終息

○ 噴気活動低下
○ 地震活動低下
○ 熱活動低下
○ 地殻変動低下

等

噴火エピソードA
噴火エピソードB
噴火エピソードC
噴火エピソードD
噴火エピソードE
噴火エピソードF
噴火エピソードG

7,600年前
年代不明

火砕流・火砕サージ、降下火砕物は、
発生順序は不明で、繰り返す場合がある。

 過去11,000年間に十和田火山で起きた噴火や最新の知見から考えられる、十和田火山で起きる可能性のある現象と発生した後
の変化の想定です。図の左側が現在で、右側にいくにつれて火山活動が活発化していくイメージで作成しました。 

影響範囲を検討する現象の推移 
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（御倉山） 
お ぐら やま 

ご もん いし 



御門石 

御倉山 

中湖 

鹿角市 

小坂町 

平川市 

十和田市 

奥入瀬川 

滝ノ沢峠 

想定火口範囲 
大きな噴石の影響範囲 

記号の色と意味 

新郷村 

三戸町 

田子町 秋田県 

青森県 

ご もん いし 

お ぐら やま 

なかのうみ 

大きな噴石 
 噴火によって火口から弾
道を描いて岩石が飛び散る
現象です。屋根を突き破る
ほどの威力があります。 9 

大きな噴石 噴火様式 水蒸気噴火 

想定する現象 大きな噴石 
降下火砕物 

想定した 
根拠、実績等 

西暦2014年の御嶽山噴火
等の噴火事例をもとに想定。 
十和田火山での実績なし。 

噴火と同時に弾道を描いて飛び散る大きな噴石や噴煙から落下する降下火砕物
を想定しています。十和田火山では小規模噴火の実績は確認されていません。
起きた場合には、中規模噴火や大規模噴火へと移っていくと考えられます。 

降下火砕物 

上図の●地点から、西暦2014年御嶽山噴火と同じ高さまで噴煙があがって同じ量の火山
灰を噴出したと仮定したときに、風に流された噴煙から火山灰や軽石がどのくらい広がって降り
積もるか計算した結果です。想定火口範囲からなら、どこからでも噴火する可能性があります。
噴煙の高さや風の向き・速度などによって積もる厚さや距離は変化します。 

降下火砕物 
 噴火によって空高くあがった
噴煙から火山灰や火山レキなど
が降ってきます。風に流されて
遠くまで運ばれてから落ちてく
ることがあります。 

Ⓒアジア航測 

桜島（2013年）  御嶽山（2014年）  



火砕流・火砕サージ 

 高温の火山灰や軽石と火山ガスが、なだれ
のように火山の斜面を流れ下る現象を火砕流
といいます。自動車よりも速く、破壊力が大
きい、もっとも危険な火山現象です。 

秋田県 

青森県 
想定火口範囲 
火砕流・火砕サージの影響範囲 

記号の色と意味 噴火様式 マグマ水蒸気噴火 
またはマグマ噴火 

想定する現象 火砕流・火砕サージ 

想定した 
根拠、実績
等 

西暦915年の噴火（噴火エピ
ソードA）で発生した火砕サージ
の分布実績（OYU-2bと呼ばれる
堆積物）を参考に想定 

岩手県 

火砕流・火砕サージ 

十和田火山で実際におきた 
      中規模噴火の痕跡 

 西暦915年の噴火では
何回か噴火を繰り返した
ことが地層からわかります。 

 右写真の灰色の火山灰
（火砕サージ堆積物）
が中規模噴火だったと考
えられます。 

 中湖から噴火して、南西
～南方に流れ出したと考
えられています。 

大湯火砕堆積物の地層写真 
（出典：広井・他，2015） 

◆ 火口から立ち上がった噴煙が上空700m付近から火砕流・
火砕サージがおきるときに到達する範囲を表しています。 

下の白色火山
灰の後の噴火
で積もった 
灰色の火山灰 

噴煙が上空に上がったあと、ある場所から崩れ落ちてなだれのよ
うに斜面を流れ広がる火砕流・火砕サージと、風に流された噴煙
から軽石や火山灰が降ってくる降下火砕物の発生を想定していま
す。中規模噴火のあと、大規模噴火がおきることも考えられます。 
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噴火の初期に
積もった 
白色の火山灰 



 下図の赤い線は西暦915年に起きた中規模
噴火のときの軽石・火山灰が積もった範囲と厚さ
です。十和田湖から南西方向へ降り積もりまし
た。青い線は2800年前の中規模噴火のときの
範囲と厚さです。東方向へ降り積もりました。 
 

降下火砕物 
 噴火によって空高くあがった噴煙から火山灰や軽
石などが降ってきます。風に流されて遠くまで運ば
れてから落ちてくることがあります。 

降下火砕物 噴火様式 マグマ水蒸気噴火 
またはマグマ噴火 

想定する現象 降下火砕物 

想定した 
根拠、実績
等 

西暦915年の噴火（噴火エピ
ソードA）で火砕物が降り積もっ
た実績（OYU-1と呼ばれる堆積
物）を参考に想定 

想定火口範囲 
降下火砕物の影響範囲 

記号の色と意味 

30cm 

10cm 

秋田県 

青森県 

岩手県 

西暦915年の噴火で降ってきた軽石
の写真（出典：広井・他，2015） 

◆ 十和田火山で過去におきた中規模噴火の実績を参考にして影響範囲を想定しました。 
◆ 軽石や火山灰が厚さ30cm以上で積もる範囲は風下側で火口から約20km、厚さ

10cm以上となる範囲は風下側で火口から約30kmの範囲です。 
◆ 噴火のときの風の向き・速度によっても積もる厚さや距離は変化します。 
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※ 図中の「●cm」は、層厚を示す。 

十和田火山で実際におきた 
中規模噴火による降下火砕物の痕跡 

中湖中心から30km 
中湖中心から20km 

25cm以上 
8cm以上 

降下軽石・火山灰の
厚さの分布 
 西暦915年噴火 
 2800年前の噴火 

ピナツボ火山 



火砕流・火砕サージ 噴火様式 マグマ水蒸気噴火 
またはマグマ噴火 

想定する現象 火砕流・火砕サージ 

想定した 
根拠、実績
等 

西暦915年の噴火（噴火エピ
ソードA）のクライマックスのときに
起きた火砕流・火砕サージ
（毛馬内火砕流）の分布実
績を参考に想定 

想定火口範囲 
火砕流・火砕サージの影響範囲 

記号の色と意味 

秋田県 

青森県 

岩手県 

毛馬内火砕流って 
                     どんな噴火だろう？ 

 西暦915年の噴火の最後に起きた火砕流（毛
馬内火砕流）は、十和田火山から全方位へ流れ
下って周辺の谷を埋め、20kmをこえた遠方まで到
達しました。北へ向かった 
流れは、尾根を越えて八 
甲田山地域でも確認され 
ています。 
  

毛馬内火砕流堆積物(KPf)の  → 
露頭写真（出典：広井・他，2015） 

毛馬内
火砕流
の地層 
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け    ま  ない 

け   ま  ない 

け  ま ない 

 高温の火山灰や軽石と火山ガスが、なだれ
のように火山の斜面を流れ下る現象を火砕流
といいます。自動車よりも速く、破壊力が大
きい、もっとも危険な火山現象です。 

火砕流・火砕サージ 

アメリカ地質調査所 撮影 

1984年にマヨ
ン火山（フィリ
ピン）で発生し
た火砕流 

噴煙が上空に上がったあと、ある場所から崩れ落ちてなだれのよう
に斜面を流れ広がる火砕流・火砕サージと、噴煙が風に流されなが
ら軽石や火山灰を降らせる降下火砕物の発生を想定しています。 

5cm 



降下火砕物 
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想定火口範囲 
降下火砕物の影響範囲 

記号の色と意味 噴火様式 マグマ水蒸気噴火 
またはマグマ噴火 

想定する現象 降下火砕物 

想定した 
根拠、実績
等 

6200年前の噴火（噴火エピ
ソードC）の降下火砕物（中掫
軽石）の分布実績を参考に、
シミュレーションして想定 

10cm 

想定火口範囲 

秋田県 

青森県 

岩手県 

山形県 
宮城県 

◆ 降下火砕物による被害には、積もったときの厚さや重さを考えて注意すべきこと（家屋の倒壊
など）と、降ってくる石や灰の大きさを考えて注意すべきこと（衝突、健康被害など）があります。 

2016年の風データによる可能性マップ 

※ 図中の「●cm」は、層厚を示す。 

６年分の風のデータによる可能性マップ 

過去６年分の実績の風
データを使ってシミュレー
ションした結果を重ねあ
わせて、各地で最大とな
る厚さを表示するとこの
図のようになります 

この影響範囲図は、季節に関係なく、実
際におきた風向き、風力のあらゆるケース
でシミュレーションした結果を重ね合わせた
ものです。このため、１回の噴火でここに
示した範囲のすべてに降灰の影響がお
よぶわけではありません。 

※ 可能性マップとは、ある火山現象
が発生する可能性のある範囲を網羅
的に描いた分布図をいいます。 

ちゅう せり 

噴火のときの風の向き・速度によって
影響範囲は変わります。上空では1
年を通じて西からの風が多いため、降
下火砕物の影響は火口の東側の地
域で高い可能性があります。 降下火砕物 

 噴火によって空高くあがった噴煙から火山灰や
軽石などが降ってきます。風に流されて遠くまで
運ばれから落ちてくることがあります。 

ピナツボ火山 



    想定火口範囲 
    火砕流・火砕サージの影響範囲 
    融雪型火山泥流の影響範囲 
2年に１度程度の最大積雪深時に泥流が発生
する場合を想定したシミュレーション結果を示した
ものです。シミュレーションに使用した地形データは
100m解像度であり、ダムや河川堤防などの構
造物の効果は反映していません。 

記号の色と意味 

秋田県 

青森県 

岩手県 

融雪型火山泥流
（積雪期の大規模噴火で

起きることを想定） 

噴火様式 マグマ水蒸気噴火 
またはマグマ噴火【積雪期】 

想定する現象 融雪型火山泥流 

想定した 
根拠、実績
等 

周辺観測所の実績積雪デー
タと西暦915年(噴火エピソード
A)噴火時の毛馬内火砕流
の到達範囲を参考に、泥流
量をシミュレーションしました。 

融雪型火山泥流 
 積雪期の噴火で高温の火砕流などが
雪を融かして大量の水ができると、周
辺の土砂や岩石を巻き込みながら高速
で威力のある流れとして流れ下ります。 
 北海道の十勝岳が大正時代に噴火し
たときには、大量の泥流が噴火口から
25km離れた街まで到達して一面を埋
めるなど、国内の20世紀最大の火山
災害となりました。 

アメリカ地質調査所 

セントヘレンズ火山（1982年）  

 火砕流・火砕サージの影響範囲の雪が熱で融けて泥流が流れ下ることを想定しています。 
 泥流が集まって大きな流れとなる米代川、岩木川、奥入瀬川の３つの流域（上図の太青線で囲まれる範囲）について、

泥流が氾濫する可能性がある場所をピンク色で示したものです。 
 ここに示した以外の場所でも泥流の影響が生じる可能性があります。 
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け ま ない 

 アメリカのセントへレンズ火山が積雪期に
噴火して泥流が流れ下ったときのようす。 
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【参考】 ピナツボ火山 西暦1991年噴火後の火山泥流 

 西暦1991年6月に起きた
ピナツボ火山の噴火では、火
砕流が火口から20km付近ま
で達した後、雨季には大雨の
たびに火山泥流（ラハール）
が発生して火口から40km付
近まで達し、村を埋没させる
などして７万戸を超す建物が
被害にあいました。 

→ 火山泥流（ラハール）に
よる被害状況。ピナツボ山
から北東約24kmにある村。 

ピナツボ火山  

アメリカ地質調査所 

火山泥流、降灰後の土石流 
 雪がないときでも、噴火の後には雨のた
びに泥流が流れ出して被害がおきます。 
 噴火で積もった火山灰や岩石が雨水や河
川水などと混ざり、途中の土砂や流木を巻
き込みながら、高速で破壊力のある泥流・
土石流として流れ下り大きな被害をもたら
します。 
 噴火が終息したあとも、何年も雨のたび
に繰り返し発生したり、洪水を引き起こし
たりします。 

想定する現象 火山泥流、降灰後の土石
流 

想定した 
根拠、実績等 

平安時代の噴火の後に発
生した泥流の実績到達範囲
を参考に推定。 

p.14の融雪泥流のピンクの影

響範囲を水色にした図を作成し、
無雪期の泥流想定範囲図とし
て作成中 

秋田県 

青森県 

火山
泥流 想定火口範囲 

火砕流・火砕サージの影響範囲 
火山泥流の影響範囲 

記号の色と意味 

 左図の火山泥流の影響範囲以外に、大量の火山灰が積もった場所
の下流では、豪雨のときに注意の必要な河川や渓流以外からも泥流
が流れ出ることがあります。県や市町村が発表する土砂災害ハザー
ドマップや洪水ハザードマップなども参考にしてください。 
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